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宇都宮市議会議長 金 子 和 義 様 
 

               公共交通問題調査特別委員会 

                委員長 南 木 清 一 

 

 

 本委員会は，平成２４年１０月３日の本会議において設置され，「公共交通ネ

ットワークの構築について」の 調査研究を行ってまいりました。 

このたび中間報告をとりまとめましたので，その経過と結果について次のと

おり報告いたします。 
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Ⅰ 調査の経過 

 

 １ 委員会の開会 

 

（１） 第１回委員会（平成２４年１０月３日） 

   ア 議長の招集により開会され，委員会条例第６条の規定に基づいて正

副委員長の互選を行い，委員長に南木清一議員，副委員長に綱河秀二

議員を選任した。 

 

 （２） 第２回委員会（平成２４年１１月６日） 

 ア 本市の公共交通ネットワークの構築について執行部から説明を受

け，質疑等を行った。 

 

（３） 第３回委員会（平成２５年１月２５日） 

ア ＬＲＴに関する検討状況について執行部から説明を受け，質疑等を

行った。 

イ 本委員会の調査日程等について協議し，「東西基幹公共交通の導入

について」を重点調査項目とし，調査を進めることとした。 

    

 （４） 第４回委員会（平成２５年２月２２日） 

   ア これまでの委員からの意見や執行部からの説明等を踏まえ，「ＬＲ

Ｔの特性と留意事項及びそれらに対する所見」について意見交換を行

った。 

 

（５） 第５回委員会（平成２５年３月２６日） 

ア 前回の委員会に引き続き，「ＬＲＴの特性と留意事項及びそれらに

対する所見」について意見交換を行った。 
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（６） 第６回委員会（平成２５年４月２５日） 

ア ４月１８日から１９日に実施した先進都市の視察調査（富山市・高

岡市）を踏まえ，東西基幹公共交通の導入に向けた課題などについて

意見交換を行った。 

イ これまでの委員からの意見を踏まえ，東西基幹公共交通の導入に向

けた諸課題等について取りまとめ，委員会の中間報告を提出すること

に決定した。 

 

（７） 第７回委員会（平成２５年５月２１日） 

ア 中間報告書（案）について，取りまとめを行った。 

 

（８） 第８回委員会（平成２５年６月３日） 

ア 前回の委員会に引き続き，中間報告書（案）について，取りまとめ

を行った。 

 

２ 先進都市の視察調査 

 

（１） 富山市，高岡市の視察調査 

富山市の「ＬＲＴに関する取り組み」についてと，高岡市の「万

葉線に関する取り組み」について調査をするため，平成２５年４月 

１８日から１９日までの２日間にわたり視察を行った。 
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Ⅱ 提   言 

    公共交通の充実した社会 

人口減少，超高齢社会，地球環境問題に対応し，本市が将来にわたって持続

可能なまちとして発展するためには，自動車交通に過度に依存した社会からの

転換が求められており，都市拠点や産業拠点，地域拠点などを円滑につなぎ，

本市が目指すネットワーク型コンパクトシティの形成を支える重要な都市軸と

なる，東西基幹公共交通の整備は喫緊の最重要課題となっている。 

このような状況を踏まえ，本委員会においては，東西基幹公共交通，とりわ

け本市が導入を検討しているＬＲＴ（次世代型路面電車）について，その特性

に着目しながら意見交換を重ねるなど，先行して調査研究を進めてきたところ

である。 

その中で，ＬＲＴの整備そのものに対する賛否については，委員間で考え方

に違いがあるものの，本市の公共交通ネットワークを構築する上で，東西基幹

公共交通に求められる機能を踏まえ，導入に向け取り組むべき諸課題について，

意見がまとまったことから，以下のとおり提言するものである。 

 

１ 交通機能の円滑化について 

 

（１） 定時性の確保について 

ネットワーク型コンパクトシティの形成を支える重要な都市軸である東

西基幹公共交通として，ＬＲＴやＢＲＴ（バス高速輸送システム）などの

交通システムを導入し，その役割を十分に果たしていくためには，交通渋

滞に左右されることなく，時間どおりに安定した運行が可能となるよう定

時性を確保していく必要がある。 

そのための方策として，運賃の収受についてＩＣカードを活用した信用

乗車方式を採用し，乗降時間の短縮を図るとともに，中心市街地での優先

信号システムの採用や郊外部での専用走行空間の導入など，区間ごとの地

域特性に応じ，整備検討を行う必要がある。 

   また，ＬＲＴやＢＲＴについては速達性や明示性にすぐれたシステムで

あるものの，主要な交差点部周辺において，車線の減少等に伴う新たな渋
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滞発生も懸念されることから，幹線・支線バスや地域内交通を含めた交通

ネットワーク全体を考慮し，適切な車線の確保や適正な信号制御設定等に

よる対策検討を行うなど，効率のよい交通ネットワークを構築していく必

要がある。 

 

（２） 交通結節機能の充実・強化について 

   本市の公共交通ネットワークを構築する上では，南北方向に延びるＪＲ

線と東武線，市内全域を網羅する幹線・支線バスや地域内交通を，東西方

向の軸となる東西基幹公共交通によって有機的に結ぶことが重要であり，

交通結節機能を充実・強化していくことが求められる。 

そのため，東西基幹公共交通と鉄道，幹線・支線バスや地域内交通との

乗り継ぎをスムーズに行えるよう，フィーダー機能の導入やパークアンド

ライド施設の設置など，地域実情にも応じながら乗継施設の整備を検討し

ていく必要がある。  

また，ＬＲＴを導入する場合，鉄道やバス路線が集中し，乗継需要が大

きいＪＲ宇都宮駅や東武宇都宮駅については，利用者の利便性を最大限に

考慮し，駅構内への乗り入れや駅周辺施設のトランジットモール化の可能

性も含めて，多角的な検討を行う必要がある。 

   さらに，将来的には，広域的な公共交通ネットワークの構築に向け，近

隣自治体と連携して，既存鉄道への乗り入れを検討すべきであるが，採算

性なども考慮しながら，将来の方向性について慎重に調査していく必要が

ある。 

 

２ 快適でわかりやすい公共交通の構築について 

 

（１） 快適性の向上について    

市民に公共交通の利用を選択してもらうためには，誰もが利用したいと

思うような，快適性にすぐれた質の高い公共交通ネットワークを構築して

いかなければならない。 

特に，東西基幹公共交通と幹線・支線バスや地域内交通との間では乗り
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継ぎが必要となるため，利用者の負担をできるだけ軽減し，快適に移動で

きるようにすることが肝要であり，乗継施設の整備にあたっては，雨にぬ

れない屋根の設置はもちろん，乗り継ぎに係る待ち時間を快適に過ごすこ

とができる施設整備を追求すべきである。 

   また，誰もが安心して利用できる公共交通ネットワークを構築するため，

ユニバーサルデザインに配慮した施設整備を行うとともに，停留所付近の

安全対策に対しては万全を期す必要がある。 

 

（２） わかりやすい公共交通の構築について 

目的地や経路のわかりにくい路線設定は，公共交通の利用を妨げる要因

となるものであり，東西基幹公共交通の導入を契機として，誰もがわかり

やすい公共交通ネットワークを構築していくことが求められる。 

また，各施設におけるサイン表示は，高齢者や障がい者にわかりやすい

ものとなるよう配慮するとともに，市民はもちろん，ビジネスや観光で訪

れた来街者にもわかりやすい公共交通となるよう，駅や停留所等の各施設

において，運行状況をリアルタイムに確認することができるロケーション

システムを導入すべきである。 

さらに，駅やフィーダー機能を有した施設やパークアンドライド施設で

は，乗り継ぎに必要な情報が一目でわかるよう，東西基幹公共交通と結節

する幹線・支線バスや地域内交通も含めた運行状況を情報提供する必要が

ある。 

 

３ 都市の魅力・都市アメニティの向上について 

 

（１） 都市景観の向上について 

様々な都市機能が集積し，多くの人々が住まい，集う中心市街地におい

ては魅力的な都市空間の創出が求められており，デザイン性にすぐれた車

両が特徴であるＬＲＴやＢＲＴなどの導入を契機として，景観を重視した

沿線のまちづくりを推進すべきである。 

富山市においては，ＬＲＴの導入にあたって，それぞれの地域の景観を
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考慮し，地域ごとに景観形成のテーマを定め，車両の外観デザインやカラ

ーデザインも含めたシステム全体でのトータルデザインの考え方に基づき，

都市の魅力を高めるための誘導的施策を講じるなど，良好な都市空間の形

成に努めている。 

本市においてもアンバランスな景観形成が進まないよう，沿線地域の景 

  観を踏まえながら，トータルデザインに配慮したシステムとして整備を行

うべきである。 

また，ＬＲＴを導入する場合，芝生軌道を採用するなど，緑を取り入れ 

た空間づくりを進めることも検討すべきであるが，ランニングコストの問

題もあることから，運営者の過度な負担とならないよう慎重に検討する必

要があり，芝生軌道や沿線の緑化に対して，市民の参画を促すなどの取り

組みも必要である。 

 

（２） 都市基盤の整備及び拠点化の促進について 

   東西基幹公共交通の導入によって，沿線が無秩序に開発されることは避

けなければならない。  

そのため，都市の将来像を明確にした上で，必要に応じて都市計画の見

直しを行い，東西基幹公共交通導入による都市基盤の整備や拠点化の促進

を図るべきである。 

 

４ 公共交通の利用促進について  

 

（１） 料金体系について  

割高で煩雑な料金体系は，公共交通の利用を阻害する大きな要因となっ

ており，公共交通の利用を促すためには，わかりやすく，できるだけ低廉

な料金の設定が必要であり，乗り継ぎによる料金負担の増加は避けなけれ

ばならない。 

そのため，ゾーン制などによるわかりやすい料金体系の構築や乗継割引

制度の導入などを検討すべきである。 
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（２） 市民の外出機会の促進について 

市民の公共交通利用が促進されることにより，排気ガスの抑制など環境

負荷の低減につながるほか，市民の健康増進にも大きく寄与するものと考

えられる。 

また，利便性の高い公共交通が整備されることにより，中心市街地への

回帰や教育，スポーツ・文化活動，イベント等への参加，さらにはプロス

ポーツ観戦などの余暇活動も含め，市民活動様式の転換にもつながるもの

と考えられる。 

   富山市で導入されている「おでかけ定期券」のように，中心市街地に出

かける場合に運賃が割引になる制度の導入，沿線の商店街や商業施設と協

力し公共交通利用者に対する特典を設ける仕組みの創設，運転免許返納者

への割引制度の導入など，市民が外出したくなるような施策を積極的に検

討する必要がある。 

   また，歩行者や自転車に配慮したまちづくりを進めるとともに，自転車

貸出サービスの実施や東西基幹公共交通について，自転車の持ち込みが可

能な車両を導入することなど，「自転車のまち」としてふさわしい施策を検

討する必要がある。 

 

（３） ＩＣカードの導入について 

   東西基幹公共交通，幹線・支線バス，地域内交通を有機的に結ぶために

は交通結節機能の充実・強化といったハード面での取り組みとともに，料

金収受の利便性向上などのソフト面での施策が重要であり，ＩＣカードの

導入は乗継負担の軽減に寄与するだけでなく，料金体系の構築にも大きな

役割を果たすものと考えられる。 

   また，導入するＩＣカードについては，ＪＲ線や東武線などの利用者の

利便性を考慮し，全国の鉄道やバスなどで相互利用が可能となっている

ＳｕｉｃａやＰＡＳＭＯとの連携を図るべきである。 
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５ 公共交通に対する市民理解の促進について 

 

（１） 公共交通を支える環境の整備について 

市民の公共交通への理解促進を図るためには，行政が公共交通を中心と

したまちづくりを進めていくという強い意志を示す必要がある。 

例えば，本市職員の職員証に公共交通のＩＣカード機能を組み込むなど，

職員の公共交通利用を積極的に推進すべきである。 

さらに，沿線の企業や大学などに働きかけを行い，公共交通のＩＣカー

ド機能を有した社員証や学生証の導入を促すなど，全市を挙げて公共交通

を支える環境を整備する必要がある。 

 

（２） モビリティマネジメント施策の充実について 

公共交通に対する市民理解を促進する上では，市民に対し適切な情報提

供を行うことにより，公共交通の利用を促していくモビリティマネジメン

ト施策を積極的に推進し，市民意識の向上を図ることが肝要である。 

また，東西基幹公共交通は，内陸型の工業団地としては国内最大級の規

模を誇る清原工業団地などの産業拠点を結ぶ重要な軸となるものであり， 

  現在の渋滞問題を解消する上でも，工業団地通勤者の利用に向けて，全力  

  で取り組むべきである。 

そのため，工業団地の企業などに対しては，工業団地通勤者の就業時間

等に十分配慮した運行計画の作成や企業の公共交通に対する理解促進を図

っていく必要があり，企業アンケートの実施も含め企業との協議の場を設

置し，積極的に情報交換を行うなど連携を図り，企業にとっても利用しや

すい公共交通となるよう配慮すべきである。 

また，将来的には物流の観点から商用利用を図ることができないか，そ

の可能性について，検討を行う必要がある。 

 

６ 本市にふさわしい東西基幹公共交通について 

   東西基幹公共交通として本市が導入すべきシステムについて，本委員会 

においては，本市の置かれている状況を踏まえ，定時性，明示性，快適性，
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シンボル性，環境性能や将来を見据えた拡張性などＬＲＴの持つ特性を総

合的に判断した結果，ＬＲＴを整備推進すべきであるとの意見が多くを占

める一方で，本市の目指す公共交通ネットワークの再編に向けた全体像が

具体的に示されていないことや採算性，その導入効果を疑問視し，ＬＲＴ

の導入に対して慎重な立場を示す意見や，整備手法によってはＬＲＴと同

様な特性や導入効果が期待され，投資負担の少ないＢＲＴを導入すべきで

あるとの意見もある。 

 今後，市民への丁寧でわかりやすい説明を続けていくことはもちろん，

議会に対しても積極的に情報を提供するよう強く望むものである。 
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Ⅲ む す び 

 

過日，行政視察を行った富山市のＬＲＴ整備に対するアンケート調査によれ

ば，沿線の市民だけでなく，沿線以外の市民の多くが，「ＬＲＴ事業について評

価する」と回答しており，従来より路面電車が運行されてきたという点におい

て，本市と違いはあるものの，行政が都市の将来像を具体的に示した上で，公

共交通ネットワークの構築に取り組む姿勢が沿線以外の市民にも評価され，積

極的な公共交通整備に対する理解が得られているものと考えられる。  

本市においても，今後，ＬＲＴ導入に向けた調査が進められることとなって

いるが，本市のまちづくりにおける将来像を明確にし，計画的な公共交通ネッ

トワークの整備に努めるべきであり，事業の適正化に向けて，計画内容を精査

するなど検討を行う必要がある。 

また，新たな公共交通ネットワークの構築に対して，真に市民の理解を得る

ためにも，市民に対し，本市の目指すまちづくりの全体像を具体的に示した上

で，地域実情に合致した最良の公共交通ネットワークを提案していくことが必

要である。 

本委員会の提言に基づき，将来にわたり誰もが利用したいと思うような，快

適性，利便性にすぐれた質の高い公共交通の整備が進められていくことを，大

いに期待したい。 

なお，今回の中間報告は，喫緊の最重要課題となっている東西基幹公共交通

について，先行して提言を行うものであり，引き続き，東西基幹公共交通を含

め，幹線・支線バスや地域内交通，公共交通利用促進策などについて調査を重

ねていくものである。 


